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■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 M-SQUARE 2Ｆ 

 

 

～ 従業員の不正行為防止策と 

それを補完するシステムの構築方法を平易に解説 ～ 

日本企業においては、国内市場が縮小する中で国内市場を確保しつつ、海外市場を取りに行く視点がなければ成長を望むことが難しくなってきました。社長のトッ

プダウンで海外子会社を設立したものの、マーケットを拡大することができず、赤字経営を続けていく会社があります。又は、会社をいつの間にか従業員に乗っ取ら

れ、情報の入手さえ難しいケースもございます。そうした会社は、不正な取引及び横領等が横行し、モラルの低下が進み、刑事事件に進む可能性が高くなりま

す。昨今では、内部統制システム及びモニタリングなどで防ぐことができると考えられておりますが、実際にはそうした仕組みが形骸化して、やる気を阻害し、うまく

拡大戦略にそって収益をあげることができないこともございます。そこで本講座では、海外子会社における従業員不正の予防と早期発見のポイントなどについて、

実務経験豊富な講師がこれまで得た知見や方法論をもとに、最近の技術を踏まえて対応策なども含めて具体的に解説します。 
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開催にあたって 

 

２０１７年 １１月 ３０日（木） １４：００～１７：００ 

 企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

 

１．海外子会社における不振の原因究明 

   （１）管理なのか、サポートなのか 

   （２）従業員は日本企業を選ぶ必要があるのか 

   （３）変わるべきは、我々ではないか。ビジネスモデルではなくて人 

２．海外事業の勢いを殺さないように 

   （１）勢いを殺す管理型経営 

・子会社社長を報告係として扱うと、しっぺ返しが来る 

・コンプライアンスという形で、角を矯めて殺す 

・親会社が視察名目で子会社に旅行に来る 

・小さな失敗を許さない 

   （２）不正をするパターンから考える対応策 

 ・親会社が情報収集をあきらめている 

 ・子会社社長が、人事を安定させない理由 

・現金による決済は危険 

・会社がつぶれかけている場合 

   （３）通報を受けるパターン 

・会計士その他外部コンサルタント 

・内部通報 

・警察その他 

３．どのように組織を活性化し、不正をさせない仕組みづくりをするか 

   （１）把握すべきは、人 

   （２）子会社のサポート手法 

 ・監視役を置くことは、ダメ 

 ・トップを日本人にする必要性はあるのか 

（３）実際に活用できるシステムを作り上げる 

 ・クラウドの活用 

 ・福利厚生費の活用 

 ・人工知能の活用 

 ・チャットなど 

（４）途上国における法律の意味について再考する 

 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

 

税込・資料代含 
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※講師とご同業の方はご参加頂けない場合がございます。予めご了承ください。 
※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 
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